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一
．
経
歴

　

林
田
清
明
教
授
（
一
九
五
一
・
昭
和
二
六
年
五
月
七
日
生
）
は
、
二
〇

一
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
定
年

退
職
さ
れ
る
。
林
田
教
授
は
、
一
九
七
五
年
三
月
に
九
州
大
学
法
学
部
を

卒
業
後
、
同
年
四
月
に
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学

さ
れ
、
一
九
七
〇
年
三
月
同
課
程
を
修
了
の
後
、
一
九
七
七
年
四
月
九
州

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年

三
月
に
同
課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
四
月
に
九
州
大
学

法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
一
九
八
一
年
四
月
に
大
分
大
学
経
済
学
部

に
専
任
講
師
（
民
法
担
当
）
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
一
九
八
二
年
四
月
に
は

同
学
部
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
四
月
に
北
海
道

大
学
法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
一
九
八
八
年
八
月
か
ら
一
九

九
〇
年
七
月
ま
で
の
間
、
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
客
員

研
究
員
と
し
て
海
外
研
修
を
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
五
月
に
は
北
海
道
大

学
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
四
月
の
北
海
道
大
学
の
組
織

替
え
に
伴
っ
て
同
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
と
な
ら
れ
て
今
日
に
至
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
間
、
林
田
教
授
は
、
北
海
道
大
学
法
学
部
・
法
学
研
究
科
、
北
大

全
学
教
育
の
各
種
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
『
北
大
法
学
論
集
』
編
集
委

員
会
委
員
長
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
学
外
に
お
い
て
は
、

大
規
模
小
売
店
舗
審
議
会
特
別
委
員
、
ま
た
北
海
道
建
設
工
事
紛
争
審
査

会
委
員
や
宅
地
建
物
取
引
業
主
任
者
講
習
会
講
師
な
ど
を
長
年
務
め
ら
れ

て
来
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
に
は
日
本
法
と
経
済
学
会
の
設
立
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に
携
わ
ら
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
同
学
会
の
副
会
長
、
二
〇
〇
八
年
か
ら

二
〇
〇
九
年
ま
で
同
学
会
会
長
に
就
任
さ
れ
て
、
今
日
ま
で
、
同
学
会
理

事
と
し
て
、わ
が
国
の〈
法
と
経
済
学
〉の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

教
育

　

林
田
教
授
は
、
北
海
道
大
学
で
の
教
育
面
に
お
い
て
は
、
全
学
教
育
・

旧
教
養
部
に
お
け
る
法
学
の
講
義
、〈
法
と
文
学
〉
の
講
義
、
一
般
教
育

演
習
な
ど
を
、
ま
た
法
学
部
に
お
い
て
は
〈
法
と
経
済
学
〉
の
講
義
や
演

習
な
ど
を
担
当
さ
れ
て
来
ら
れ
た
。
さ
ら
に
大
学
院
法
学
研
究
科
に
お
い

て
は
〈
法
と
経
済
学
〉
特
殊
研
究
、〈
法
と
経
済
学
〉
特
殊
演
習
な
ど
を
、

法
科
大
学
院
に
お
い
て
は
兼
任
教
員
と
し
て
法
と
経
済
学
を
担
当
さ
れ
て

来
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
授
業
、特
に
法
と
経
済
学
の
講
義
や
演
習
は
、

法
の
新
し
い
見
方
や
考
え
方
を
示
す
も
の
と
し
て
学
生
た
ち
の
多
く
の
関

心
を
惹
き
つ
け
た
。
そ
し
て
、
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
授
業
で
の
試
み
や
留

学
で
の
成
果
な
ど
を
『
法
と
経
済
学
─
新
し
い
知
的
テ
リ
ト
リ
ー
』（
信

山
社
）
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
。
加
え
て
、
教
授
が
近
年
力
を
入
れ
て
来
ら

れ
た
〈
法
と
文
学
〉
に
係
る
授
業
も
、
全
国
的
な
先
駆
け
の
試
み
と
し
て

意
義
が
あ
り
、そ
の
一
端
は
近
刊
予
定
の
新
著『〈
法
と
文
学
〉の
法
理
論
』

（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
で
も
触
れ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
札
幌
学
院
大
学
、
北
海
学
園
大
学
、
神
戸
大
学
、
北
星
学

園
大
学
、東
北
学
院
大
学
法
科
大
学
院
な
ど
に
お
い
て
も
、林
田
教
授
は
、

〈
法
と
経
済
学
〉
の
講
義
を
中
心
と
し
て
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
全
国
的
な
教
育
活
動
の
面
で
も
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
。

二
．
研
究
業
績

　

林
田
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
は
、大
き
く
は
三
つ
の
分
野
に
亘
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、民
事
法
、〈
法
と
経
済
学
〉、そ
し
て
〈
法
と
文
学
〉
で
あ
る
。

１
．
民
事
法

　

林
田
教
授
は
、
民
事
法
と
く
に
不
法
行
為
責
任
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
特
に
民
事
法
に
お
け
る
相
当
因
果

関
係
を
英
米
法
と
の
比
較
に
お
い
て
研
究
さ
れ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
法
で

は
既
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
リ
ー
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ス
ト（
法
現
実
主
義
者
）

の
一
人
で
因
果
関
係
縮
小
論
者
で
あ
り
、
保
護
目
的
・
保
護
範
囲
論
の
主

唱
者
で
あ
っ
た
レ
オ
ン
・
グ
リ
ー
ン
教
授
の
理
論
と
出
会
わ
れ
た
。
教
授

の
初
期
の
研
究
論
文
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
林
田
教
授

は
、
わ
が
国
の
相
当
因
果
関
係
論
の
理
論
的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
ま
ず
、
英
米
法
に
お
け
る
法
的
因
果
関
係
（proxim

ate cause

）

の
要
件
と
そ
の
多
様
な
実
践
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
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論
的
構
造
と
機
能
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
、
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
伝
統
的
な
法
的
因
果
関
係
論
を
一
貫
し
て
批
判
し
て
き
た
グ

リ
ー
ン
教
授
の
理
論
、
す
な
わ
ち
保
護
目
的
・
保
護
範
囲
論
を
対
比
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
的
因
果
関
係
の
多
様
な
役
割
と

理
論
的
根
拠
、
そ
し
て
そ
の
問
題
点
を
探
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
的
因
果
関
係
や
保
護
範
囲
論
の
研
究
の
延
長
・
発
展
と
な
る
も

の
に
、
関
係
的
利
益
論
や
死
者
の
名
誉
毀
損
な
ど
に
関
す
る
一
連
の
論
文

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
林
田
教
授
は
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
関
係
的

利
益
の
内
で
、
特
に
取
引
関
係
に
お
け
る
利
益
、
死
者
の
名
誉
毀
損
や
近

親
者
の
生
命
侵
害
の
場
合
な
ど
の
法
益
の
あ
り
方
を
検
討
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
民
法
七
一
一
条
が
保
護
す
る
法
益
は
、
死
者
と
近
親
者
と
の
間
に
存

在
す
る
家
族
関
係
上
の
利
益
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
係
的
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
場
合
に
、
同
条
は
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
林
田
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
範
囲
論
や
ア
メ
リ
カ
の
民
事

法
の
研
究
を
通
じ
て
リ
ー
ガ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
影
響
を
少
な
か
ら

ず
受
け
ら
れ
、
専
門
の
民
法
学
、
そ
し
て
実
定
法
学
を
は
じ
め
と
す
る
わ

が
国
の
伝
統
的
な
法
学
の
在
り
方
に
も
広
い
批
判
的
関
心
を
持
た
れ
た
。

こ
の
研
究
関
心
は
、
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
い
っ

そ
う
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
法
と
経
済
学

　

林
田
教
授
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
法
で
盛
ん

に
な
っ
て
い
た
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
系
譜
に
あ
る
〈
法
と
経
済
学
〉
の

研
究
へ
と
向
か
わ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
賠
償
範
囲
を
因
果
関
係
で
区
切

る
こ
と
、
ま
た
法
的
保
護
範
囲
論
に
も
理
論
的
な
限
界
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
よ
り
合
理
的
な
基
準
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
の
〈
法
と
経
済
学
〉
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
ア
メ
リ
カ
法

に
お
い
て
盛
ん
に
な
っ
た
、
最
も
科
学
的
な
法
理
論
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
分
野
で
の
林
田
教
授
の
初
期
の
作
品
に
は
、
民
法
九
五
条
の
錯
誤
の

経
済
分
析
や
共
通
錯
誤
の
分
析
を
試
み
た
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
、
民
法

九
五
条
の
役
割
は
、
錯
誤
の
危
険
を
い
ず
れ
の
当
事
者
に
分
配
す
る
か
と

い
う
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
実
質
的
判
断
が
法
律
行
為
の

解
釈
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
条

の
問
題
は
、
無
効
の
危
険
（
リ
ス
ク
）
を
表
意
者
た
る
錯
誤
者
か
そ
の
相

手
方
の
い
ず
れ
か
が
い
か
に
安
価
に
負
担
す
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
核

心
が
あ
る
と
さ
れ
、
伝
統
的
な
錯
誤
論
の
手
法
と
は
全
く
異
な
る
、
効
率

性
基
準
を
軸
と
し
た
注
目
す
べ
き
新
し
い
考
え
方
と
分
析
方
法
を
提
唱
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
林
田
教
授
は
、〈
法
と
経
済
学
〉
の
研
究
を
本
格
的
に
体
得

す
べ
く
、
そ
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
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ル
で
二
年
間
の
研
究
に
携
わ
ら
れ
、〈
法
と
経
済
学
〉
や
不
法
行
為
責
任

を
中
心
と
し
た
研
究
を
進
め
て
、
論
文
も
発
表
さ
れ
た
。
特
に
、
市
場
と

法
と
い
う
テ
ー
マ
、
と
り
わ
け
民
法
へ
の
経
済
分
析
の
応
用
、
そ
し
て
憲

法
と
経
済
学
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
法
や
法
学
の
内
に
お
け
る
経
済
学
的

な
論
理
や
そ
の
方
法
に
も
検
討
を
広
げ
ら
れ
た
。
教
授
は
、
こ
れ
ら
〈
法

と
経
済
学
〉
の
私
法
・
民
法
分
野
へ
の
適
用
と
法
理
論
と
し
て
の
可
能
性

を
究
明
す
る
研
究
を
著
書
『〈
法
と
経
済
学
〉
の
法
理
論
』（
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
方
で
は
、
こ
の

研
究
と
関
連
し
て
、
伝
統
的
な
法
や
法
解
釈
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す

た
め
に
、
実
践
的
推
論
に
関
す
る
テ
ー
マ
も
探
求
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

広
く
〈
法
と
経
済
学
〉
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
法
学
へ
の
新
た
な
視

点
と
分
析
方
法
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
学
界
の
大
き
な
関
心
を
集
め
て

い
る
。

３
．
法
と
文
学

　
〈
法
と
経
済
学
〉
に
対
し
て
は
様
々
な
批
判
や
疑
問
が
国
内
外
で
出
さ

れ
た
。
新
た
な
理
論
や
方
法
に
つ
い
て
批
判
や
疑
問
が
あ
る
の
は
常
で
あ

る
。
し
か
し
、
林
田
教
授
は
、
も
っ
ぱ
ら
批
判
な
い
し
は
懐
疑
を
持
つ
者

た
ち
が
拠
り
所
と
し
て
い
る
法
や
法
学
と
は
何
か
を
問
わ
れ
た
。〈
法
と

経
済
学
〉
へ
の
批
判
や
懐
疑
の
背
後
に
あ
る
見
方
が
、「
法
は
法
で
あ
る
」

と
し
て
、
法
以
外
の
何
者
で
も
な
い
と
い
う
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
法
は

自
己
完
結
し
う
る
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
に
疑
問
を
も
た
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
林
田
教
授
は
、〈
法
と
経
済
学
〉
研
究
の
傍
ら
、
法
は

よ
り
多
様
で
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
九
九
〇

年
代
後
半
か
ら
、〈
法
と
文
学
〉
の
研
究
に
も
関
心
を
深
め
て
ゆ
か
れ
た
。

〈
法
と
文
学
〉
は
、
法
と
文
学
と
の
間
に
あ
る
様
々
な
共
通
性
や
類
似
性

に
関
心
を
向
け
る
こ
と
で
法
の
意
義
を
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
が
、
教
授

の
意
図
の
背
景
に
は
、〈
法
と
経
済
学
〉
が
真
に
法
学
の
分
析
方
法
た
り

得
る
か
と
い
う
課
題
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、
林
田
教
授
は
、〈
法
と
文
学
〉
の
方
法
と
可
能
性
を
中
心
に

関
心
を
持
た
れ
た
。
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
作
品
の
検

討
を
通
じ
て
、私
的
空
間
と
い
う
も
の
が
次
第
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

わ
が
国
の
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
時
代
・
文
化
、
法
意
識
の
変
化
を
検
討

さ
れ
た
。
ま
た
、
社
会
の
法
的
空
間
は
い
わ
ば
「
理
性
と
正
義
」
の
劇
場

で
あ
る
と
さ
れ
、そ
こ
で
の
法
と
そ
の
権
力
の
作
用
が
、夏
目
漱
石
『
門
』

を
素
材
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
Ｆ
．
カ
フ
カ
の
『
審
判
』、
Ａ
．
カ

ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』、
さ
ら
に
Ｈ
．
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
ビ
リ
ー
・
バ
ッ
ド
』

な
ど
の
文
学
作
品
を
通
じ
て
、
法
が
ど
の
よ
う
に
人
び
と
に
作
用
す
る
か

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
さ
ら
に
教
授
は
、
解
釈
と
し
て
の
法
と
い
う
文

学
的
側
面
を
取
り
上
げ
ら
れ
、「
意
味
の
所
有
権
」、
特
に
法
が
価
値
・
意
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味
を
持
つ
の
は
社
会
的
・
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
連
付
け
に
お
い

て
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
学
で
あ
れ
法
学
で
あ
れ
テ
ク
ス
ト
の
持
つ
意
味

は
一
定
不
変
で
は
な
い
こ
と
に
関
わ
る
考
察
を
深
め
ら
れ
た
。

　

林
田
教
授
に
よ
る
〈
法
と
文
学
〉
研
究
は
、
事
件
や
紛
争
を
取
り
あ
げ

た
物
語
が
法
の
本
質
に
関
す
る
洞
察
力
を
提
供
し
う
る
新
た
な
理
論
・
方

法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
、
法
学
教
育
や
法
解
釈
論
、
そ
し
て
法
理
学
的
研
究
に
も
資
す
る
方
法
・

理
論
と
し
て
も
有
益
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
学
作
品
に

関
す
る
解
釈
理
論
が
、
社
会
的
・
文
化
的
環
境
な
ら
び
に
人
間
洞
察
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
、
よ
り
よ
い
解

釈
に
至
り
う
る
こ
と
を
教
授
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

一
連
の
〈
法
と
文
学
〉
研
究
は
、
わ
が
国
で
も
こ
の
分
野
に
お
け
る
本
格

的
な
研
究
の
端
緒
で
あ
り
、
伝
統
的
な
法
学
ス
タ
イ
ル
の
色
彩
の
強
い
わ

が
国
の
法
学
に
と
っ
て
そ
の
批
判
的
な
意
義
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
教
授
の
近
著
で
あ
る
『〈
法
と
文
学
〉
の
法
理
論
』（
北
海

道
大
学
出
版
会
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
林
田
教
授
は
、
そ
の
研
究
歴
の
主
要
な
部
分
に
お
い

て
、
特
に
〈
法
と
経
済
学
〉
の
研
究
お
よ
び
〈
法
と
文
学
〉
の
研
究
を
進

め
て
来
ら
れ
た
。
教
授
の
こ
の
よ
う
な
関
心
は
、
わ
が
国
の
法
学
に
係
る

伝
統
的
な
法
学
観
や
法
解
釈
観
を
見
直
し
、
法
が
他
の
諸
学
に
も
開
か
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
批
判
性
と
開
放
性

を
介
し
て
法
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
を
学
問
的
意
図
と
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
林
田
教
授
が
先
鞭
を
付
け
ら
れ
た
こ
れ

ら
の
新
た
な
法
の
あ
り
方
の
研
究
が
、
次
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
引
き
継

が
れ
、
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

林
田
清
明
教
授
の
経
歴

一
九
五
一　
　

五
月
七
日　

熊
本
県
に
生
ま
れ
る

一
九
七
五　
　

三
月　
　
　

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
七
七　
　

三
月　
　
　

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了

一
九
七
七　
　

四
月　
　
　

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
入
学

一
九
八
〇　
　

三
月　
　
　
　
　
　

同
右　
　
　

単
位
取
得
退
学

一
九
八
〇　
　

四
月　
　
　

九
州
大
学
法
学
部
助
手

一
九
八
一　
　

四
月　
　
　

大
分
大
学
経
済
学
部
常
勤
講
師（
民
法
担
当
）

一
九
八
二　
　

四
月　
　
　
　
　
　

同
右　
　
　

助
教
授

一
九
八
五　
　

四
月　
　
　

北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
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一
九
八
八　
　

八
月
～　
　

米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
客
員

一
九
九
〇　
　

七
月　
　
　

研
究
員
（A

m
erican Council of Learned 

Societies: A
CLS

研
究
奨
学
生
）

一
九
九
一　
　

五
月　
　
　

北
海
道
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
六　

一
二
月　
　
　

博
士
（
法
学
）（
北
海
道
大
学
）

二
〇
〇
三　
　

四
月　
　
　

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

　

林
田
清
明
教
授
の
業
績

Ⅰ　

著
書

一
九
九
六
年

『〈
法
と
経
済
学
〉
の
法
理
論
』（
北
海
道
大
学
法
学
部
選
書
２
）
北
海
道

大
学
図
書
刊
行
会

一
九
九
七
年

『
法
と
経
済
学
─
新
し
い
知
的
テ
リ
ト
リ
ー
』
信
山
社

二
〇
〇
二
年

『
法
と
経
済
学
─
新
し
い
知
的
テ
リ
ト
リ
ー
（
第
二
版
）』
信
山
社

二
〇
一
五
年

『〈
法
と
文
学
〉
の
法
理
論
』
北
海
道
大
学
出
版
会

Ⅱ　

学
術
論
文

一
九
七
八
年

「
相
当
因
果
関
係
の
理
論
的
根
拠
」『
九
大
法
学
』
三
六
号
五
頁

一
九
八
〇
年

「
グ
リ
ー
ン
の
保
護
目
的
・
保
護
範
囲
論
」『
九
大
法
学
』
三
九
号
八
九

頁一
九
八
一
年

「
親
子
関
係
の
法
的
保
護
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
三
巻
三
号
四
六

頁「T
he N

ecessity for the R
ational B

asis of the D
uty-R

isk 

A
nalysis in Japanese T

ort Law
: A

 Com
parative Study

」1981 

U
tah Law

 Review
 65-90.

一
九
八
二
年
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「
死
者
の
名
誉
毀
損
の
法
的
構
成
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
三
巻
六

号
二
二
三
頁

「
死
者
と
近
親
者
の
関
係
上
の
利
益
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
四
巻

二
号
一
一
四
頁

一
九
八
三
年

「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
取
引
関
係
の
保
護
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』

三
四
巻
四
＝
六
号
三
六
〇
頁

「
錯
誤
の
経
済
分
析
─
経
済
分
析
の
試
み（
一
）」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』

三
五
巻
一
号
九
〇
頁

「
錯
誤
の
経
済
分
析
─
経
済
分
析
の
試
み（
二
）」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』

三
五
巻
二
号
一
二
三
頁

一
九
八
四
年

「
共
通
錯
誤
─
一
つ
の
経
済
分
析
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
五
巻
五

号
二
六
〇
頁

一
九
八
五
年

「
生
命
侵
害
と
近
親
者
の
関
係
的
利
益
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
六

巻
五
号
二
一
四
頁

「
英
米
法
の
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
・
ケ
ー
ス
に
お
け
る
因
果
関
係 

対 

保
護

範
囲
論
」『
大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
六
巻
六
号
一
九
三
頁

「
製
造
物
責
任
の
内
容
─
責
任
主
体
」（
徳
本
鎮
と
の
共
著
）
加
藤
一
郎
・

竹
内
昭
夫
編
『
消
費
者
法
講
座
』
二
巻
（
商
品
の
欠
陥
）
日
本
評
論
社
、

一
八
三
頁

一
九
八
六
年

「
共
同
不
法
行
為
の
経
済
分
析
（
一
）」『
北
大
法
学
論
集
』
三
七
巻
二
号

二
三
二
頁

一
九
八
八
年

「
事
故
の
抑
止
と
交
通
事
故
に
お
け
る
損
害
賠
償
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』

六
五
四
号
五
一
頁

「
製
造
物
責
任
の
現
在
─
食
品
事
故
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
六
六
六
号
五

頁一
九
九
一
年

「
民
事
違
法
の
経
済
理
論
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
七
四
六
号
二
五
頁

「
効
率
性 
対 

違
法
性
─
民
事
違
法
の
経
済
理
論
」『
北
大
法
学
論
集
』

四
一
巻
三
号
一
四
五
九
頁
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「
事
故
の
抑
止
と
交
通
事
故
に
お
け
る
損
害
賠
償
」
日
本
交
通
法
学
会
編

『
人
身
賠
償
・
補
償
研
究
』
第
一
巻
一
四
二
頁
［
再
録
］

一
九
九
二
年

「
賠
償
と
差
止
」『
北
大
法
学
論
集
』
四
一
巻
四
号
一
八
四
六
頁

「
法
と
経
済
、
法
の
経
済
分
析
、
批
判
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
一
）」『
北
大
法

学
論
集
』
四
二
巻
三
号
九
〇
五
頁

「
法
と
経
済
、
法
の
経
済
分
析
、
批
判
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
二
）」『
北
大
法

学
論
集
』
四
二
巻
四
号
一
二
三
四
頁

「
法
は
経
済
で
あ
る
─
─
ポ
ズ
ナ
ー
の
『
法
の
経
済
分
析
』
入
門
」『
北

大
法
学
論
集
』
四
二
巻
五
号
一
四
〇
頁

「
実
践
的
推
論
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
法
学
（
一
）」『
法
律
時
報
』
六
四
巻

一
一
号
六
頁

「
実
践
的
推
論
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
法
学
（
二
）」『
法
律
時
報
』
六
四
巻

一
二
号
五
六
頁

一
九
九
三
年

「
実
践
的
推
論
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
法
学
（
三
）」『
法
律
時
報
』
六
五
巻

一
号
六
九
頁

「
実
践
的
推
論
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
法
学
（
四
）」『
法
律
時
報
』
六
五
巻

三
号
七
四
頁

「
不
法
行
為
法
の
経
済
理
論
」日
本
法
社
会
学
会
編
法
社
会
学
四
五
号『
法

の
解
釈
と
法
社
会
学
』
九
七
頁

「
実
践
的
推
論
と
『
法
と
経
済
学
』」
日
本
法
哲
学
会
編
法
哲
学
年
報
『
実

践
理
性
と
法
』
四
四
頁

「
経
済
学
で
つ
か
ま
え
て
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
一
号
九
八
頁

「
法
と
経
済
学
の
基
本
ツ
ー
ル
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
二
号
一
〇
二

頁「
完
全
競
争
市
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六

三
号
一
〇
六
頁

「
と
う
も
ろ
こ
し
と
表
現
の
自
由
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
四
号
一
〇

二
頁

「
コ
ー
ス
の
定
理
と
法
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
五
号
一
〇
六
頁

「
所
有
権
の
経
済
学
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
六
号
一
〇
二
頁

「
何
を
私
的
に
所
有
す
る
か
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
八
号
一
〇
〇
頁

一
九
九
四
年

「
物
権
変
動
の
経
済
理
論
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
六
九
号
九
八
頁

「
所
有
権
の
救
済
と
濫
用
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
〇
号
九
八
頁

「
法
律
行
為
の
経
済
理
論
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
一
号
九
八
頁
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「
公
序
良
俗
を
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
す
る
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
三
号

一
一
二
頁

「
効
率
的
な
契
約
違
反
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
四
号
一
〇
四
頁

「
不
法
行
為
の
経
済
理
論
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
五
号
一
一
〇
頁

「
誰
が
事
故
の
安
価
回
避
者
か
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
六
号
一
一
二

頁「
共
同
不
法
行
為
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
七
号
一
〇
四
頁

「
過
失
責
任
と
無
過
失
責
任
─
故
意
不
法
行
為
・
懲
罰
的
賠
償
」『
法
学

セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
八
号
九
二
頁

「
独
占
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
七
九
号
一
〇
〇
頁

「
独
禁
法
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
〇
号
一
〇
八
頁

一
九
九
五
年

「
規
制
緩
和
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
二
号
一
〇

六
頁

「
公
共
選
択
と
法
─
悲
劇
的
選
択
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
三
号
九
八

頁「
立
法
の
経
済
理
論
─
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」『
法
学
セ
ミ

ナ
ー
』
四
八
四
号
一
〇
五
頁

「
正
義
と
分
配
の
経
済
学
─
神
々
の
争
い
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
五

号
一
〇
三
頁

「
憲
法
の
経
済
学
（
１
）
─
憲
法
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』

四
八
七
号
一
〇
〇
頁

「
経
済
的
自
由
と
精
神
的
自
由
─
憲
法
の
経
済
学
（
２
）」『
法
学
セ
ミ

ナ
ー
』
四
八
八
号
一
〇
一
頁

「
裁
判
所
へ
行
く
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
八
九
号
九
八
頁

「
法
は
経
済
で
あ
る
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
九
一
号
一
〇
三
頁

「
民
法
三
条
─
二
〇
条
」
注
解
法
律
学
全
集　

民
法
総
則
１（
水
本
浩
編
）

青
林
書
院

一
九
九
六
年

「
憲
法
の
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
〇
八
九
号
七
六

─
八
一
頁

一
九
九
七
年

「
損
害
賠
償
の
経
済
学
」『
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
第
１
巻
』
三
一

九
頁

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
五

一
六
号
一
二
六
頁
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一
九
九
八
年

「〈
法
と
経
済
学
〉か
ら
見
た
定
期
借
家
権
論
争
─
借
家
規
制
と
効
率
性
」

『
判
例
時
報
』
一
六
四
五
号
八
頁

「
法
律
行
為
の
経
済
理
論
─
─
基
礎
と
試
み
」『
民
法
学
と
比
較
法
学
の

諸
相
Ⅲ 

山
畠
正
男
・
五
十
嵐
清
・
薮
重
夫
先
生
古
稀
記
念
』
信
山
社
、

二
三
頁

一
九
九
九
年

「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
法
解
釈
の
不
確
定
性
」
瀬
川
信
久
編
『
私
法
学
の
再

構
築
（
北
海
道
大
学
法
学
部
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
）』
北
海
道
大
学
図
書
刊

行
会
、
一
四
五
頁

二
〇
〇
一
年

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
の
保
護
」『
く

ら
し
と
社
会
の
た
め
の
安
全
の
科
学
（
平
成
一
三
年
度
北
海
道
大
学
公
開

講
座
）』
三
七
─
四
一
頁

二
〇
〇
二
年

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
個
人
情
報
の
保
護
」
栃
内

香
次
＝
木
村
純
編
著
『
二
一
世
紀
の
安
全
を
考
え
る
』
北
海
道
大
学
図
書

刊
行
会
、
二
九
頁

二
〇
〇
三
年

「
現
代
家
族
の
変
化
と
相
続
法
制
─
相
続
法
の
経
済
分
析
の
試
み
と
素

描
」『
会
計
検
査
研
究
』
二
七
号
二
五
頁

「
法
と
経
済
学
の
方
法
と
可
能
性
─
伝
統
法
学
と
の
対
比
か
ら
」
日
本
学

術
会
議
経
済
政
策
連
絡
委
員
会
編『
経
済
政
策
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
：

制
度
設
計
と
人
づ
く
り
』
七
一
頁

二
〇
〇
四
年

「『
法
と
文
学
』
の
諸
形
態
と
法
理
論
と
し
て
の
可
能
性
（
一
）」『
北
大

法
学
論
集
』
五
五
巻
四
号
一
四
三
九
頁

二
〇
〇
五
年

『
法
と
文
学
』
の
諸
形
態
と
法
理
論
と
し
て
の
可
能
性
（
二
）」『
北
大
法

学
論
集
』
五
五
巻
五
号
一
八
五
五
頁

「
法
曹
の
合
理
的
行
動
と
利
益
集
団
論
─
そ
の
素
描
」『
競
争
法
の
現
代

的
諸
相
〈
上
〉
─
厚
谷
襄
児
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
信
山
社
、
二
五
三
頁

二
〇
〇
六
年
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「
法
に
よ
る
文
学
規
制
と
〈
法
と
文
学
〉
─
チ
ャ
タ
レ
イ
裁
判
再
考
」『
北

大
法
学
論
集
』
五
七
巻
二
号
五
一
三
頁

二
〇
〇
七
年

「
私
的
空
間
と
い
う
装
置
と
法
─
〈
法
と
文
学
〉
に
よ
る
日
本
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
前
史
」『
北
大
法
学
論
集
』
五
七
巻
五
号
二
二
四
七
頁

「
家
族
の
変
容
と
相
続
、
扶
養
行
動
─
法
学
的
観
点
か
ら
」『
季
刊
家
計

経
済
研
究
』
七
四
号
四
一
頁

二
〇
一
二
年

「
法
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
法
的
推
論
─
志
賀
直
哉『
范
の
犯
罪
』を
素
材
に
」

長
谷
川
晃
編
著
『
法
の
ク
レ
オ
ー
ル
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
四
一
頁

「
法
・
社
会
規
範
と
そ
の
遵
守
に
関
す
る
〈
法
と
文
学
〉
に
よ
る
考
察 

─ 

夏
目
漱
石
『
門
』
と
『
理
性
と
正
義
』
の
劇
場
」『
北
大
法
学
論
集
』

六
三
巻
四
号
三
三
二 

［
一
］ 

─ 

二
九
六 

［
三
七
］
頁

二
〇
一
三
年

「
法
解
釈
・
法
的
判
断
と
経
済
的
ロ
ジ
ッ
ク
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
三

巻
六
号
一
八
八
頁

「
法
・
法
制
度
の
理
解
の
た
め
の
文
学
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
法
の
現
実 

─ 

Ｆ
．
カ
フ
カ
『
審
判
』、
Ａ
．
カ
ミ
ュ
『
異
邦
人
』、
Ｈ
．
メ
ル
ヴ
ィ

ル
『
ビ
リ
ー
・
バ
ッ
ド
』
を
素
材
に
」『
北
大
法
学
論
集
』
六
四
巻
四
号

三
六
二
［
一
］
─
三
〇
九
［
五
四
］
頁

Ⅲ　

判
例
批
評
・
学
会
報
告
な
ど

〔
判
例
批
評
〕

一
九
八
六
年

「
使
用
者
責
任
と
共
同
不
法
行
為
責
任
が
交
錯
す
る
場
合
の
求
償
（
大
阪

高
判
昭
和
六
〇
年
六
月
二
八
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
六
八
号
七
七
頁
）」『
判

例
タ
イ
ム
ズ
』
六
一
三
号
九
一
頁

一
九
八
八
年

「
昭
和
四
七
年
九
月
に
出
生
し
た
極
小
未
熟
児
の
診
療
に
当
た
っ
た
眼
科

医
師
に
光
凝
固
法
に
よ
る
治
療
を
前
提
と
す
る
説
明
義
務
、
転
医
義
務
は

な
い
と
さ
れ
た
、
他
の
事
例
（
名
古
屋
高
判
昭
和
六
一
年
一
二
月
二
六
日

判
例
時
報
一
二
三
四
号
四
五
頁
）」『
判
例
評
論
』
三
四
七
号
五
一
頁
（『
判

例
時
報
』
一
二
五
三
号
一
九
七
頁

一
九
九
五
年



北法65（6・172）1818

「
オ
ウ
ム
・
イ
ン
コ
病
事
件
（
東
京
高
判
平
成
四
・
三
・
一
一
）」『〈
製

造
物
責
任
の
研
究
〉　

金
融
・
商
事
判
例
増
刊
』
九
六
〇
号
九
二
頁

一
九
九
九
年

「
自
動
車
修
理
業
者
・
陸
送
業
者
─
運
行
供
用
者
責
任
」『
交
通
事
故
判

例
百
選
［
第
四
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）』
二
四
頁

二
〇
〇
〇
年

「
権
利
能
力
な
き
社
団
に
お
い
て
会
務
の
運
営
、
会
計
処
理
等
に
不
明
朗

が
存
す
る
こ
と
が
相
当
の
根
拠
を
も
っ
て
強
く
疑
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
構
成
員
が
右
社
団
に
対
し
会
計
帳
簿
等
の
閲
覧
謄
写
請
求
権
を
有
す

る
と
さ
れ
た
事
例
（
東
京
地
判
平
成
一
一
・
四
・
二
六
）」『
判
例
評
論
』

四
九
八
号
一
一
頁
（『
判
例
時
報
』
一
七
一
二
号
二
〇
五
頁
）

二
〇
〇
三
年

「
東
京
高
等
裁
判
所
判
決
平
成
一
四
年
一
月
一
六
日
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

〇
八
三
号
二
九
五
頁
、
判
例
時
報
一
七
七
二
号
一
七
頁
（
早
稲
田
大
学
江

沢
民
主
席
講
演
会
名
簿
提
出
事
件
控
訴
審
判
決
）」『
北
大
法
学
論
集
』
五

四
巻
二
号
五
四
一
頁

〔
学
会
報
告
〕

一
九
七
九
年

「
相
当
因
果
関
係
の
理
論
的
根
拠
」
九
州
法
学
会
第
六
三
回
大
会
（
於
・

北
九
州
大
学
）

一
九
八
三
年

「
関
係
的
利
益
論
─
死
者
の
名
誉
毀
損
の
場
合
」
九
州
法
学
会
第
六
七
回

大
会
（
於
・
大
分
大
学
）

一
九
八
七
年

「
交
通
事
故
の
抑
止
と
損
害
賠
償
」（
研
究
報
告
）
人
身
賠
償
・
補
償
研

究
会
（
日
本
交
通
法
学
会
）

一
九
九
一
年

「
違
法
性
と
し
て
の
経
済
的
効
率
性
─
法
律
と
経
済
を
つ
な
ぐ
一
視
点
」

日
本
法
社
会
学
会
関
西
部
会

一
九
九
二
年

「
不
法
行
為
法
の
経
済
理
論
」
日
本
法
社
会
学
会
一
九
九
二
年
度
学
術
大

会
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
効
率
性
の
法
社
会
学
」（
於
・
大
阪
大
学
）
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「
実
践
的
推
論
と
『
法
と
経
済
学
』
─
法
解
釈
と
経
済
学
の
役
割
」
日
本

法
哲
学
会
一
九
九
二
年
度
学
術
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
実
践
理
性
と
法

（
於
・
関
西
大
学
）

二
〇
〇
一
年

日
本
法
社
会
学
会
二
〇
〇
一
年
度
学
術
大
会
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
道

徳
と
法
」
コ
ン
メ
ン
テ
イ
タ
ー
・
司
会
（
於
・
御
茶
ノ
水
女
子
大
学
）

二
〇
〇
三
年

日
本
法
社
会
学
会
二
〇
〇
三
年
度
学
術
大
会
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
司

法
改
革
」（
於
・
青
山
学
院
大
学
）

二
〇
〇
八
年

「
法
的
判
断
を
経
済
的
ロ
ジ
ッ
ク
で
す
る
」
日
本
法
と
経
済
学
会
（
学
術

講
演
、
於
・
東
京
工
業
大
学
）

二
〇
一
二
年

「
法
と
文
学
の
可
能
性
と
方
法
」
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
二
年
度
春
季

学
術
大
会
・
特
集
〈
法
〉
と
〈
文
学
〉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
・
二
松
学
舎

大
学
）

Ⅳ　

解
説
・
翻
訳
・
書
評
ほ
か

一
九
八
一
年

「
導
入
預
金
と
民
法
九
〇
条
」
酒
巻
俊
雄
・
徳
本
鎮
編
著
『
金
融
事
故
の

民
事
責
任
』
一
粒
社
、
二
二
〇
頁

一
九
八
二
年

「
民
法
一
〇
九
条
の
表
見
代
理
」
徳
本
鎮
編
『
判
例
演
習
民
法
総
則
』

九
州
大
学
出
版
会
、
六
〇
頁

「
民
法
一
一
〇
条
の
表
見
代
理
と
基
本
代
理
権
の
存
否
」

　
　
　
　
　

同
右　

六
二
頁

「
民
法
一
一
〇
条
の
表
見
代
理
と
正
当
理
由
」

　
　
　
　
　

同
右　

六
四
頁

「
代
理
人
に
よ
る
手
形
の
振
出
と
民
法
一
一
〇
条
の
第
三
者
」

　
　
　
　
　

同
右　

六
六
頁

一
九
八
五
年

「A
lan O

. Sykes, T
he E

conom
ic A

nalysis of V
icarious 

Liability, 93 Y
ale L. J. 1231 (1984)

」（
論
文
紹
介
）『
ア
メ
リ
カ
法
』

一
九
八
五
─
二
号
二
六
五
頁
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一
九
八
六
年

「V
ictor P. G

oldberg, A
n E

conom
ic A

nalysis of T
he Lost-

V
olum

e Retail Seller, 57 So. Cal. L. Rev. 283 (1984)

」（
論
文
紹
介
）

『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
八
六
─
一
号
一
五
五
頁

「
胎
児
の
権
利
能
力
」
五
十
嵐
清
編
著
『
法
学
ガ
イ
ド
民
法
Ｉ
（
総
則
）』

日
本
評
論
社
、
四
四
頁

「
臓
器
移
植
と
民
法
上
の
問
題
」

　
　
　

同
右　

四
六
頁

「
死
者
の
人
格
権
」

　
　
　

同
右　

四
八
頁

「
無
能
力
者
の
詐
術
」

　
　
　

同
右　

五
〇
頁

「
学
生
選
挙
権
と
住
所
」

　
　
　

同
右　

五
二
頁

「
失
踪
宣
告
の
取
消
と
善
意
者
の
保
護
」

　
　
　

同
右　

五
四
頁

「
期
限
の
利
益
喪
失
約
款
」

　
　
　

同
右　

一
六
三
頁

一
九
八
九
年

「
薮
重
夫
教
授
の
経
歴
と
業
績
」『
北
大
法
学
論
集
』
三
九
巻
五
・
六
合

併
号
（
五
十
嵐
清
教
授
・
薮
重
夫
教
授
退
官
記
念
特
集
号
）
二
〇
〇
一
頁

一
九
九
〇
年

「
法
の
効
率
性
の
世
界
─
（
書
評
）
ラ
ン
デ
ィ
ス
・
ポ
ズ
ナ
ー
著
不
法
行

為
法
の
経
済
的
構
造
（
一
九
八
七
）」『
北
大
法
学
論
集
』
四
一
巻
一
号
三

七
六
頁

一
九
九
二
年

「Cristopher H
. Schroeder, Corrective Justice and Liability for 

Increasing Risks, 37 U
.C.L.A

. L. Rev. 439 (1990)

」（
論
文
紹
介
）『
ア

メ
リ
カ
法
』
一
九
九
一
─
二
号
二
四
五
頁

「
カ
ド
ー
ゾ
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
法
学　
（
書
評
）
Ｒ
．
Ａ
．
ポ
ズ
ナ
ー

著
カ
ド
ー
ゾ
─
評
判
の
研
究
（
一
九
九
〇
）」『
北
大
法
学
論
集
』
四
二
巻

六
号
一
六
〇
三
頁

「（
法
学
会
記
事
）
濱
田
宏
一
・
報
告
『
法
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
』」（
北

海
道
大
学
法
学
部
法
学
会　

平
成
三
年
九
月
一
三
日
）『
北
大
法
学
論
集
』

四
二
巻
四
号
一
二
二
七
頁
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一
九
九
三
年

「
真
実
の
発
見
は
規
制
か
ら
生
ま
れ
ぬ
」『
朝
日
新
聞
』
論
壇
一
九
九
三

年
三
月
二
七
日
朝
刊

北
海
道
大
学
学
生
部
編
『
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
書
』
平
成
三
年
度
第

四
章
・
第
五
章
、
三
一
─
六
〇
頁
、
同
・
資
料
、
一
六
〇
─
二
一
八
頁

一
九
九
四
年

「
見
ゆ
る
も
の
・
見
え
ざ
る
も
の
」『
追
悼
荒
木
俊
夫
』
荒
木
俊
夫
追
悼

文
集
編
集
委
員
会
、
二
二
四
頁

一
九
九
五
年

「（
論
文
紹
介
）R. Crasw

ell, Property Rules and Liability Rules 

in U
nconscionability and Related D

octrines, 60 U
. Chi. L. Rev. 

1 (1993)

」『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
九
五
─
一
号
一
一
一
頁

一
九
九
六
年

「（
書
評
）W

illiam
 N

. Eskridge, Jr., D
ynam

ic Statutory Interpretation 

(H
arvard U

niversity Press, 1994)

」『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
九
六
─

一
号
九
九
頁

「
悪
徳
商
法
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
も
し
あ
っ
た
ら
」『
え
る
む
』（
北
海

道
大
学
学
生
委
員
会
）
七
九
号
一
四
頁

一
九
九
八
年

「（
書
評
）
阿
部
泰
隆
＝
野
村
好
弘
＝
福
井
秀
夫
編 

定
期
借
家
権
（
一
粒

社
・
一
九
九
七
）」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
四
〇
号
一
五
三
頁

一
九
九
九
年

「Peter N
ew

m
an, ed., "T

he N
ew

 Palgrave D
ictionary of 

Econom
ics and the Law

", 3 vols., M
acm

illan, 1998

」『
国
家
学
会

雑
誌
』
一
一
二
巻
五
・
六
号
一
八
三
頁

「
法
と
経
済
は
不
可
分
で
あ
る
─
─
新
旧
制
度
学
派
の〈
法
と
経
済
学
〉」

『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
九
九
─
一
号
五
六
頁

「（
書
評
）
Ｔ
．
Ｊ
．
ミ
セ
リ
『
法
の
経
済
学
─
─
不
法
行
為
、
契
約
、

財
産
、訴
訟
』」（
細
江
守
紀
監
訳
）（
九
州
大
学
出
版
会
・
一
九
九
九
年
）」

『
地
域
学
研
究
』
二
九
巻
一
号
二
〇
五
頁

二
〇
〇
〇
年

「
法
と
経
済
学
」
伊
藤
正
己
＝
園
部
逸
夫
編
集
代
表
・
現
代
法
律
百
科
大

辞
典
、
ぎ
ょ
う
せ
い

「
法
と
経
済
学
─
─
法
律
実
務
と
周
辺
学
の
旬
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
別
冊　
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法
学
入
門
二
〇
〇
〇
』
三
二
頁

「
法
と
経
済
学
か
ら
日
本
法
を
見
る　

J. M
ark Ram

seyer &
 M

inoru 

N
akazato, Japanese Law

: an Econom
ic A

pproach, T
he U

niversity 

of Chicago Press, 1999

」『
ア
メ
リ
カ
法
』
二
〇
〇
〇
─
一
号
八
九
頁

二
〇
〇
一
年

「
Ａ
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー　

交
響
曲
第
九
番
」『
北
海
道
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
付
属
高
等
法
政
教
育
研
究
セ
ン
タ
ーN

ew
s Letter

（
ｊ
─

m
ail

）』
四
号
三
頁

「
Ｒ
・
ポ
ズ
ナ
ー
の
道
徳
無
用
論
─
法
的
推
論
の
在
り
か
」『
ア
メ
リ
カ
法
』

二
〇
〇
一
─
一
号
一
〇
〇
頁

二
〇
〇
三
年

「
法
と
経
済
学
」A

ERA

・
ム
ッ
ク
『
法
科
大
学
院
が
わ
か
る
。』
朝
日

新
聞
社
、
三
九
頁

二
〇
〇
四
年

「
岡
本
綺
堂
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
近
代
」『
文
芸
別
冊　

岡
本
綺
堂
』
河
出

書
房
新
社
、
一
四
八
頁

二
〇
〇
九
年

小
泉
八
雲
「
橋
の
上
で
」: Lafcadio H

earn, "O
N

 A
 BRID

GE", in 

JA
PA

N
ESE M

ISCELLA
N

Y
 (1901).

（ http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

同
右
「
停
車
場
に
て
」: Lafcadio Hearn, "A

T A
 RA

ILW
A

Y STA
TION", 

in K
O

K
O

RO
 (1896). 

（http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

二
〇
一
〇
年

小
泉
八
雲
「
博
多
に
て
」: Lafcadio H

earn, "A
T

 H
A

K
A

T
A

", in 

O
U

T
 O

F T
H

E EA
ST

 (1895).

（http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

同
右
「
死
生
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
断
想
」: Lafcadio H

earn, "BIT
S 

O
F LIF

E
 A

N
D

 D
E

A
T

H
", in O

U
T

 O
F

 T
H

E
 E

A
ST

 (1895).

（http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

二
〇
一
一
年

小
泉
八
雲
「
夏
の
日
の
夢
」: Lafcadio H

earn, "T
H

E D
REA

M
 O

F 

A
 SU

M
M

ER D
A

Y
", in O

U
T

 O
F T

H
E EA

ST
 (1895).

（http://

w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

同
右
「
書
簡　

一
八
九
三
年
七
月
二
二
日
付
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
教
授
宛
」: 

Elizabeth Bisland, T
he Life and Letters of Lafcadio H

earn 

(1906).

（http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）
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同
右
「
夜
光
虫
」: Lafcadio Hearn, "NOCTILUCA

E", in SHA
DOW

INGS 

(1900).
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）

同
右
「
夜
光
蟲
」（
旧
字
旧
仮
名
）: Lafcadio H

earn, "N
O

CT
ILU

CA
E", 

in SH
A

D
O

W
IN

GS (1900). 

（http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

）

二
〇
一
二
年

「
法
と
文
学
の
可
能
性
と
方
法
」『
日
本
近
代
文
学
会　

会
報
』
一
一
六

号
六
頁




